
太陽に笑顔あふれ太陽に笑顔あふれるる
～太陽 冬のミニ運動会より～太陽　冬のミニ運動会より～～

　2月16日、ディマシオ美術館向かいの水田2月16日、ディマシオ美術館向かいの水田にに

作られたスケートリンクで、親子連れ約40作られたスケートリンクで、親子連れ約40名名

が参加し「太陽冬のミニ運動会」が開催されが参加し「太陽冬のミニ運動会」が開催されまま

したした。。

このミニ運動会は、地域に子どもたちの歓　このミニ運動会は、地域に子どもたちの歓声声

が響くイベントを復活させる目的で、太陽青が響くイベントを復活させる目的で、太陽青年年

会と町内の子育てサークル「森で遊ぼう会・会と町内の子育てサークル「森で遊ぼう会・はは

るにれ」が協力し開催したものでするにれ」が協力し開催したものです。。

運動会では「スノーフラッグ」や「ほうきホ　運動会では「スノーフラッグ」や「ほうきホッッ

ケー」など6種目が行われましたケー」など6種目が行われました。。

　　　新冠町ホームペー新冠町ホームページジ
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▼
一
般
会
計
決
算
状
況
 

　
平
成
　
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
編
成
に
お

２３

い
て
は
、
第
５
次
新
冠
町
総
合
計
画
の
将
来
像
で

あ
る

『
笑
顔
あ
ふ
れ
る
供
レ
・
コ
ー
ド
な
ま
ち
僑

に
い
か
っ
ぷ
』
を
見
据
え

・
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

・
潤
い
の
あ
る
環
境
を
創
出
す
る
ま
ち
づ
く
り

・
快
適
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

・
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

・
力
強
く
安
定
し
た
産
業
づ
く
り

・
学
校
・
家
庭
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
た
人
づ
く
り

・
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
７
つ
の
分
野
施
策
に
沿
い
、
各
分
野
の
具
体
的

施
策
の
実
現
に
向
け
予
算
措
置
を
し
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
日
本

２３

全
体
と
し
て
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
新
冠
町
に
お
け
る
直
接
的
な
被
害
は

少
な
か
っ
た
も
の
の
様
々
な
面
で
影
響
を
受
け
た

と
同
時
に
、
地
震
、
津
波
に
対
す
る
防
災
対
策
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
等
に
つ
い
て
、
新
た
な
政
策
展

開
を
考
え
る
き
っ
か
け
の
年
と
な
り
、
現
在
も
継

続
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
新
冠
町
に
と
っ
て
平
成
　
年
度
は

『
開
町
１
３

２３

０
年

・
町
制
施
行
　
年
』
を
迎
え
、
各
記
念
事
業

５０

の
実
施
、
継
続
事
業
の
拡
充
を
図
り
、
多
く
の
町

民
が
参
加
し
、
次
代
へ
向
け
た
節
目
の
年
と
な
り

ま
し
た
。

　
平
成
　
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入
総

２３

額
　
億
９
６
８
６
万
円
、
歳
出
総
額
　
億
７
２
７

５６

５５

5
万
円
を
執
行
し
、
歳
入
歳
出
差
引
は
１
億
２
４

１
1
万
円
で
、
こ
れ
が
平
成
　
年
度
へ
の
繰
越
金

２４

　　項目別内訳

前年比 （％前年比 （％））決 算決 算 額額区区 分分

1.45億9236万円町 税

自

主

財

源

74.81億6326万円繰 入 金

53.31億8643万円繰 越 金

17.51億4891万円諸 収 入

2.21億2360万円使用料手数料

△15.61億2344万円
そ の 他

（分担金・寄付金など）

12.213億3800万円小 計

△0.630億7988万円地 方 交 付 税

依

存

財

源

△47.85億6688万円町 債

△34.62億7686万円国 庫 支 出 金

△50.22億4872万円道 支 出 金

△2.59513万円地 方 譲 与 税

△4.49139万円
そ の 他

（地方消費税交付金など）

△17.843億5886万円小 計

△12.356億9686万円合 計

町 税 の 内町　税　の　内　訳訳

前年比 （％）決　算　額税　目

1.1 1億9215万円個人町民税

9.7 3733万円法人町民税

△0.3 3億598万円固定資産税

5.3 1056万円軽自動車税

3.6 2700万円町たば こ税

14.6 1934万円入 湯 税

1.4 5億9236万円合　　計

　
平
成
　
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決
算
が
、
平
成
　
年
　
月
　

23

24

12

11

日
か
ら
開
催
さ
れ
た
第
４
回
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
・
道
か
ら
の
補
助
金
な
ど
は
基
盤

整
備
や
福
祉
、
教
育
の
充
実
な
ど
様
々
な
分
野
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
ま
ち
の
家
計
簿
で
あ
る
平
成
　
年
度
の
決
算
状
況
に
つ
い

23

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

平
成

年

平
成
　
年
度度

2323　
決
算
報

決
算
報
告告
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一般会計　　

と
な
り
ま
し
た
。

▼
歳
入
 

　
平
成
　
年
度
の
歳
入
決
算
状
況
は
、
決
算
額
　

２３

５６

億
９
６
８
６
万
円
で
前
年
度
決
算
額
と
比
較
し

７
億
９
７
７
2
万
円
、　

・
３
％
の
減
額
と
な
り

１２

ま
し
た
。

　
平
成
　
年
度
の
収
納
率
は
予
算
現
額
に
対
し

２３

て
　

・
９
％

（
前
年
度
　

・
１
％
）、
調
定
額
に

９５

９８

対
し
て
　
・
６
％

（
前
年
度
　
・
０
％
）
の
収
納

９７

９８

率
と
な
り
ま
し
た
。

　
予
算
現
額
に
対
す
る
収
納
率
が
町
債
で
　
・
２

６９

％
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
平
成
　
年
度
へ

２４

の
繰
越
明
許
費
に
係
る
未
収
入
財
源
を
予
算
化

し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
調
定
額
に
対
す
る
収
納
率
は
、
前
年
度
か
ら

０
・
４
ポ
イ
ン
ト
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
税
の
収
入
未
済
額
は
１
億
３
４
８
３

万
円
、
不
納
欠
損
処
分
と
し
て
整
理
し
た
も
の
は

２
４
７
万
円
で
、
こ
れ
ら
収
入
未
済
額
の
合
計
額

は
１
億
３
７
３
0
万
円
の
決
算
と
な
り
、
前
年
度

に
比
較
し
て
９
４
９
万
円
、
７
・
４
％
増
加
し
ま

し
た
。

▼
歳
出
 

　
平
成
　
年
度
の
歳
出
決
算
額
は
　
億
７
２
７

２３

５５

5
万
円
で
、
前
年
度
決
算
額
と
比
較
し
て
７
億
２

９
２
1
万
円
、　

・
６
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

１１

　
執
行
率
で
は
予
算
現
額
に
対
し
て
　

・
９
％

９３

（
前
年
度
　
・
２
％
）
で
、
３
億
６
５
０
４
万
円

９５

の
執
行
残
が
生
じ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
額
に
は
翌

年
度

へ
の
繰
越
明
許
費
と
し
た
事
業
の
繰
越
額

３
億
１
４
４
4
万
円
を
含
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
除
い
た
執
行
残
は
５
０
６
０
万
円
と

な
り
ま
す
。

前年前年比比（％（％））決 算決 算 額額区区 分分

30.68765万円議 会 費

△9.18億8043万円総 務 費

△22.28億8598万円民 生 費

△1.75億3635万円衛 生 費

45.75億3766万円農林水産業費

79.11億7220万円商 工 費

△29.54億383万円土 木 費

△4.92億2528万円消 防 費

△33.87億2808万円教 育 費

△3.911億1529万円公 債 費

△11.655億7275万円合 計

主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主なななななななななななななななななななな事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業のののののののののののののののののののの決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内主な事務事業の決算内訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳訳
●総務費

　定住・移住促進支援事業　　　　　　　 1165万円

●民生費

　子育て支援センター事業 1759万円

●衛生費

　霊園霊葬場管理事業　　　  　　　　        227万円

●農林水産業費

　有害鳥獣駆除対策事業 3327万円

●土木費

　河川整備工事事業　　　　　　　　　     3386万円

●教育費

　図書プラザ運営事業 1028万円

2億9260万円歳入
簡易水道事業特別会計

2億8985万円歳出

1億9210万円歳入
下水道事業特別会計

1億8998万円歳出

8億5033万円歳入
国民健康保険特別会計

8億2281万円歳出

5636万円歳入
後期高齢者医療特別会計

5611万円歳出

3億2586万円歳入
介護サービス特別会計

3億1552万円歳出

特別会計決算

4億9502万円歳入国民健康保険

診療所特別会計 4億7879万円歳出

前年度比患 者
延 数 人

1日平均
患者 人 増減率 ％増減 人

 6.1368644517.6
入
院

 1.1  66587216.0内科・小児科

111.4  3025731.6整形外科

△  10.4△  25832万226391.2

外
来

△  7.7△  14881万792873.5
内科・小児科
循環器

△  20.2△  1095433517.8整形外科

△  7.2△  22152万8708108.8合　　計

患者受入状況
入院366日・外来244日

平成23年度

22億1227万円歳入

合　     計 21億5306万円歳出

5921万円差引繰越額
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平
成
　
年
度
決
算
で
は
、
町
税
や
普
通
交
付
税
な
ど
の
経
常
一
般

23

財
源
収
入
は
　
億
3
0
0
4
万
円
、
経
常
一
般
財
源
支
出
は
　
億
7

35

３１

2
3
8
万
円
と
な
り
、
経
常
収
支
比
率
は
　

・
7
％

（
収
入
に
臨
時

84

財
政
対
策
債
を
除
い
た
事
実
上
の
収
支
比
率
は
　

・
9
％
）
と
な
り

89

ま
す
。　
経
常
収
支
比
率
を
前
年
と
比
較
す
る
と
3
・
1
ポ
イ
ン
ト
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
状
況
を
家
計
に
置
き
換
え
る
と
、
給
料
や
事
業
収
入
で
得
た

家
計
収
入
の
う
ち
、
家
の
ロ
ー
ン
、
教
育
費
、
光
熱
水
費
な
ど
既
に
決

ま
っ
て
い
る
支
出
が
約
8
割
あ
り
、
残
り
の
2
割
が
手
元
に
残
り
自

由
に
使
え
る
お
金
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
経
常
収
支
比
率
と
は
、
財
政

構
造
上
の
弾
力
性
を
判
断
す
る

指
標
と
し
て
用
い
ら
れ
、
通
常

　
％
以
内
に
お
さ
ま
る
こ
と
が

75妥
当
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
数

値
が
高
い
ほ
ど
財
政
が
硬
直
化

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一

般

会

一

般

会

計計

各

財

政

指

各

財

政

指

標標

経
常
収
支
比
率

 90.219年度

 85.520年度

 85.921年度

 81.622年度

 84.723年度

 85.723年度管内平均
 82.6 〃全道町村平均

経常収支比率

　
平
成
　
年
度
決
算
か
ら
、

１７

新
た
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
町

の
会
計
全
般
に
お
け
る
借
金

の
返
済
額
を
示
す
指
標
で
、

３
カ
年
平
均
の
値
が
　
％
を

１８

超
え
る
と
、
地
方
債
を
借
り

入
れ
る
際
に
許
可
団
体
と
な

り
、
さ
ら
に
　
％
を
超
え
る

２５

と
、
一
部
の
地
方
債
の
許
可

に
制
約
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
公
債
費

（
借
金
返
済
額
）
は

平
成
　
年
度
を
ピ
ー
ク
に
下

１８

降
し
て
お
り
、
平
成
　
年
度

２３

決
算
に
お
い
て
は
、
町
債
発

行
の
許
可
団
体
の
基
準
を
下

回
り
ま
し
た
。

実
質
公
債
費
比
率

基金残高と地方債残高

基金残高 （貯金）

　平成23年度決算における一般会計の基金残高は17億6339万円。

　平成22年度の決算残高と比べて8369万円増加しました。

　安定的な歳入が見込まれない中においては、現在高の維持に努めなければなりません。

　町民一人当たりの貯金額　30万4千円 （平成25年1月現在の人口で算出）

地方債残高 （借金）

　平成23年度決算における一般会計地方債 （元金）残高は74億9688万円。

　平成22年度の決算残高と比べて4億3565万円減少しました。

　一般会計においては、今後も公債費が減少していく見込みとなっております。

　町民一人当たりの借金額　129万3千円 （平成25年1月現在の人口で算出）　

 19.419年度

 19.920年度

 19.621年度

 18.122年度

 16.623年度

 15.123年度管内平均
 11.7 〃全道町村平均

実質公債費比率

　
平
成
　
年
度
決
算
か
ら
、

１９

新
た
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
指

標
で
、
町
が
抱
え
る
実
質
的

な
借
金
の
残
高
が
、
後
年
次

に
ど
れ
だ
け
負
担
と
な
る
か

を
示
す
も
の
で
す
。

　
３
５
０
％
を
超
え
る
と
財

政
の
早
期
健
全
化
団
体
に
指

定
さ
れ
、
様
々
な
対
策
に
よ

る
改
善
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
基
準
を
大
き
く
下
回
る
数

値
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
借

金
の
新
規
借
入
を
抑
制
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

将
来
負
担
比
率

 137.419年度

 103.720年度

 78.821年度

 64.622年度

 55.023年度

 64.423年度管内平均
 87.2 〃全道町村平均

将来負担比率
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2月3日

第25回昭和新山国際雪合戦　第8回日高地区予選大会

　今年は一般の部に9チーム、レディースの部に7チーム、

ジュニアの部に4チームが参加して行われました。

　本大会へは、一般の部で優勝した、町内の教職員を中心

としたチームの 「コバ・シンバ・Ｆ」を含む3チームと、

レディースの部で優勝した、太陽地区を中心に結成したマ

マさんチームの 「太陽ＮＡＴ38」が出場します。

2月14日

少年国内研修交流事業報告会

　平成24年度少年国内研修交流事業報告会が行われ、1月

8日から3泊4日の日程で沖縄研修に行った、小・中学生

18名が研修結果を発表しました。

　沖縄では、「戦争・平和」「歴史・文化」「環境・自然」の

3班に分かれ研修を行い、その成果を子どもたち自身がま

とめ、会場に訪れた家族や関係者に報告しました。

　まちの話題あれこれ

2月17日

冬の新冠を満喫 ！　日高スノーフェスティバル開催

　新栄の新冠場外離発着場で、第6回日高スノーフェス

ティバルが開催されました。

　年々参加者が増え、今年は家族連れなど約130名が会場

を訪れ、スノーモービルやトラクターで引かれたソリや大

型ゴムボート、バナナボートに乗り込み、全長1.5キロの特

設コースでスノーラフティングを楽しみました。　

ホームヘルパー2級取ホームヘルパー2級取得得

　1月18日、新冠町社会福祉協議

会でホームヘルパー2級養成研修

会の修了式が行われました。

　この研修会は、町民を対象に新

冠町社会福祉協議会の主催で行わ

れたもので、通常の4分の1程度の

費用負担で資格が取得できると言

うことで、23名が研修を受講し資

格を取得しました。

新冠消防団現地教育訓新冠消防団現地教育訓練練

　2月17日、レ・コード館で新冠

消防団全分団から30名が参加し、

現地教育訓練が行われました。

　この訓練は、団員に必要な礼式

や基本動作を、消防署職員指導の

もと行うものです。

 　訓練では、班長の号令で集合や

行進、敬礼など息のあった団体行

動を見せていました。

昭和音大との合同コンサー昭和音大との合同コンサートト

　2月23日、レ・コード館で 「昭

和音楽大学」「合唱団ＶＯＬ」「朝日

小学校」「冠中吹奏楽部」「静高吹奏

楽部」によるパートナーシップ・コ

ンサートが行われました。

　このコンサートは、新冠町出身

の昭和音楽大学生のコンサートを

行ったことがきっかけで始まり、

今年で12回目の開催となりました。
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日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
宮
城
県
山

元
町
に
平
成
　
年
７
月
か
ら
６
カ
月

２４

間
、
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
初
め
て
新
冠

町
役
場
以
外
で
の
勤
務
を
体
験
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
当
初
は
被
災
地
の
復
興
に
自
分
が
役
に
立
て

る
の
か
な
ど
の
仕
事
へ
の
不
安
や
、
大
き
な
悲

し
み
を
経
験
さ
れ
、
将
来
へ
の
不
安
を
抱
え
た

地
元
の
人
と
の
接
し
方
へ
の
不
安
、
新
冠
に
残

す
家
族
へ
の
不
安
な
ど
心
配
ば
か
り
で
、
派
遣

を
言
い
渡
さ
れ
た
日
の
夜
は
一
睡
も
で
き
な

か
っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
山
元
町
は
、
今
ま
さ
に
震
災
か
ら
の

復
旧
復
興
の
真
っ
最
中
、
復
興
に
向
け
て
前
を

向
き
頑
張
っ
て
い
る
町
民
の
皆
さ
ん
や
復
興
の

た
め
、
苦
労
し
て
い
る
地
元
役
場
職
員
の
た
め

『
山
元
町
を
第
２
の
ふ
る
さ
と
』
と
胸
に
刻
み
、

頑
張
ろ
う
と
決
意
し
新
冠
を
た
ち
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
被
災
市
町
村
に
対
し
て
は
、

全
国
の
市
町
村
役
場
か
ら
職
員
の
派
遣
が
行
わ

れ
、
山
元
町
で
は
、
私
を
含
め
　
人
余
り
の
職

５０

員
が
全
国
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
派
遣

期
間
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
で
相
違
し
て
お
り
、

震
災
当
時
は
１
週
間
等
の
短
期
間
の
派
遣
が
多

く
、
現
在
は
３
カ
月
～
１
年
間
と
長
期
間
の
派

遣
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
宮
城
県
山
元
町

（
や
ま
も
と
ち
ょ
う
）　

　
と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
、
山
元
町
は
何
処
の
県

で
、
ど
の
辺
り
に
あ
る
か
ご
存
知
で
す
か
？

　
実
は
私
は
、
聞
い
た
こ
と
も
見
た
こ
と
も
、

失
礼
な
こ
と
に
町
の
名
前
さ
え
も
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
山
元
町
は
宮
城
県
最
南
で
福
島
県
と
の
県
境

に
あ
り
、
太
平
洋
に
面
し
、
最
高
気
温
　

・
１

３１

度
、
最
低
気
温
マ
イ
ナ
ス
６
・
８
度
と
本
州
で

は
過
ご
し
や
す
い
気
候
で
、
面
積
は
　

・　
挨

６４

４８

と
、
新
冠
町
の
共
栄
と
東
川
を
合
わ
せ
た
面
積

と
同
じ
ぐ
ら
い
で
、
人
口
は
約
１
万
４
千
人
、

町
の
花
は
ツ
ツ
ジ
、
前
浜
で
は
ホ
ッ
キ
が
採
れ
、

イ
チ
ゴ
や
リ
ン
ゴ
の
栽
培
が
盛
ん
で
、
有
名
な

牧
場
の
競
走
馬
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
も
あ

り
、
新
冠
町
と
共
通
す
る
点
が
多
い
町
で
す
。

　
実
際
に
山
元
町
へ
行
っ
て
み
る
と
、
緑
が
多
く

田
園
が
続
く
の
ど
か
で
良
い
町
と
感
じ
ま
し
た
。

災害派遣で宮城県山元町災害派遣で宮城県山元町へへ
～六カ月の貴重な経験　　　～六カ月の貴重な経験～～ 財務課税務グルー財務課税務グループプ

八木 真八木　真樹樹

～
宮
城
県
山
元
町
の
被
害
概
要

～
宮
城
県
山
元
町
の
被
害
概
要
～～

■■
人
的
被
害
数（
平
成

年
8
月

日
現
在

人
的
被
害
数（
平
成
　
年
8
月
　
日
現
在
））

2424

3131

○
死
者
6
3
2
人
（
遺
体
未
発
見
の
死
亡
届

○
死
者
6
3
2
人
（
遺
体
未
発
見
の
死
亡
届
　1616

人
と
震
災
関
連
死

人
を
含
む

　
人
と
震
災
関
連
死
　
人
を
含
む
））

1616

※
町
内
で
の
遺
体
発
見
数
6
7
4

　
※
町
内
で
の
遺
体
発
見
数
6
7
4
人人

○
行
方
不
明
者
1

○
行
方
不
明
者
1
人人
（
死
亡
届
提
出

人
を
除
く

（
死
亡
届
提
出
　
人
を
除
く
））

1616

○
重
傷
者
9
人（
救
急
搬
送
分

○
重
傷
者
9
人（
救
急
搬
送
分
））

○
軽
症
者

人（
救
急
搬
送
分

○
軽
症
者
　
人（
救
急
搬
送
分
））

8181

■
家
屋
へ
の
被

■
家
屋
へ
の
被
害害
（
平
成

年

月
5
日
現
在

（
平
成
　
年
　
月
5
日
現
在
））

2424

1010

○
全
壊
2
2
1
7

○
全
壊
2
2
1
7
棟棟
（
う
ち
流
出
1
0
1
3

（
う
ち
流
出
1
0
1
3
棟棟
））

○
大
規
模
半
壊

5
3
4

○
大
規
模
半
壊
　
5
3
4
棟棟

○
半
壊

5
5
1

○
半
壊
　
　
　
　
5
5
1
棟棟

○
一
部
損
壊

1
1
3
8

○
一
部
損
壊
　
1
1
3
8
棟棟

■
津
波
浸
水
区

■
津
波
浸
水
区
域域

○
浸
水
範
囲
面
積

○
浸
水
範
囲
面
積
　
挨挨
2424

（
総
面
積

・

（
総
面
積
　
・
　
挨挨
の

・
2
%
）

の
　
・
2
%
）

6464

4848

3737

○
推
定
浸
水
域
に
か
か
る
人
口
8
9
9
0

○
推
定
浸
水
域
に
か
か
る
人
口
8
9
9
0
人人

（
平
成

年
2
月
末
現
在
人
口
の

・
8
%

（
平
成
　
年
2
月
末
現
在
人
口
の
　
・
8
%
））

2323

5353

○○
推
定
浸
水
域
に
か
か
る
世
帯
数
2
9
1
3
世

推
定
浸
水
域
に
か
か
る
世
帯
数
2
9
1
3
世
帯帯

（
平
成

年
2
月
末
現
在
世
帯
数
の

・
4
%

（
平
成
　
年
2
月
末
現
在
世
帯
数
の
　
・
4
%
））

2323

5252

■
エ
リ
ア
別
の
物
的
被
害
の
概
要

■
エ
リ
ア
別
の
物
的
被
害
の
概
要
　

○
海
岸
線
～

○
海
岸
線
～
11
娃娃
の
範
囲

の
範
囲

建
物
は
新
築
の
建
物
が
一
部
残
る
程

　
建
物
は
新
築
の
建
物
が
一
部
残
る
程
度度
でで

概
ね
流

　
概
ね
流
出出

○
海
岸
線

○
海
岸
線
11
娃娃
～
1
・
5

～
1
・
5
娃娃
の
範
囲

の
範
囲

新
築
の
建
物
等
が
残
存
す
る
程
度
で
、ほ

　
新
築
の
建
物
等
が
残
存
す
る
程
度
で
、ほ
とと

ん
ど
の
建
物
が
流

　
ん
ど
の
建
物
が
流
出出

○
海
岸
線
1
・
5
㎞

○
海
岸
線
1
・
5
㎞
～～
44
娃娃
の
範
囲

の
範
囲

建
物
床
上
2
ｍ
程
度
水

　
建
物
床
上
2
ｍ
程
度
水
没没

■■
応
急
仮
設
住
宅
の
入
居
状

応
急
仮
設
住
宅
の
入
居
状
況況

○○
9
4
8
世
帯

9
4
8
世
帯
　
2
4
6
8
人

2
4
6
8
人

東

仙台市
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し
か
し
、
海
岸
へ
向
か
う
と
町
の
表
情
が
一

変
し
、
　

ｍ
以
上
も
あ
る
瓦
礫
の
山
や
被
災
車

１０

両
の
山
が
幾
つ
も
点
在
し
、
砂
に
埋
も
れ
た
球

場
や
基
礎
だ
け
に
な
っ
た
住
宅
、
被
災
し
た
小

学
校
の
体
育
館
の
天
井
に
は
、
く
っ
き
り
と
津

波
の
押
し
寄
せ
た
跡
が
確
認
で
き
、
そ
れ
ら
を

見
て
い
る
と
悲
し
く
切
な
い
気
持
に
な
り
、
被

害
の
大
き
さ
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
と
、
鳥
肌
が

立
つ
ほ
ど
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
3

・
1
1
山
元
町
で
は
　

　
地
元
の
職
員
に
話
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
の

で
す
が
、
震
災
直
後
は
避
難
す
る
町
民
の
方
の

誘
導
や
、
水
の
確
保
の
た
め
に
浄
水
場
の
確
認

に
行
っ
て
お
り
、
町
の
様
子
を
見
た
の
は
次
の

日
の
朝
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
町
内
を
見
渡
す
と

「
映
画
の
シ
ー
ン
の
１
コ

マ
で
、
戦
闘
で
破
壊
さ
れ
た
町
の
よ
う
」
と
想

像
を
絶
す
る
光
景
だ
っ
た
震
災
直
後
の
町
の
様

子
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
津
波
警
報
発
令
で
避
難
を
広
報
し

て
い
た
役
場
職
員
も
津
波
の
犠
牲
と
な
っ
て
お

り
、
私
の
所
属
し
て
い
た
税
務
納
税
課
の
同
僚

職
員
に
も
家
族
や
親
戚
、
知
人
を
亡
く
さ
れ
て

い
る
方
も
い
る
こ
と
か
ら
、
心
が
痛
み
ど
う
接

し
た
ら
良
い
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

逆
に
派
遣
職
員
の
私
た
ち
を
励
ま
し
温
か
く
迎

え
入
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
チ
ー
ム
山
元
」
一
丸
と
な
っ
て

　
役
場
庁
舎
は
、
海
岸
よ
り
直
線
で
４
㎞

ほ
ど

山
側
に
あ
り
、
津
波
で
の
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
大
き
な
揺
れ
で
三
階
建
て
の
庁
舎

に
は
ひ
び
が
入
り
危
険
な
た
め
、
庁
舎
隣
に
プ

レ
ハ
ブ
の
仮
庁
舎
を
設
置
し
て
執
務
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　
住
ま
い
は
、
山
元
町
に
は
津
波
被
害
の
た
め
、

宿
舎
が
少
な
く
山
元
町
役
場
か
ら
１
時
間
ほ
ど

離
れ
た
仙
台
市
の
ア
パ
ー
ト
か
ら
車
で
の
通
勤

と
な
り
ま
し
た
。

　
通
勤
途
中
の
国
道
は
工
事
の
ト
ラ
ッ
ク
や
出

勤
す
る
人
の
車
が
多
く
、
朝
夕
の
渋
滞
に
巻
き

込
ま
れ
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　
山
元
町
で
は
税
務
納
税
課
課
税
班
に
配
属
さ

れ
ま
し
た
。
税
務
納
税
課
に
は
課
税
班

・
納
税

班
の
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
課
長
を
含
め

た
地
元
職
員
が
　
人
、
臨
時
職
員
３
人
、
私
を

１１

含
め
た
派
遣
職
員
が
５
人
の
構
成
で
し
た
。

　
出
発
前
は
、
新
冠
で
担
当
し
て
い
た
国
民
健

康
保
険
税
の
減
免
が
仕
事
と
聞
い
て
い
ま
し
た

が
、
実
際
勤
務
す
る
と
県
町
民
税
の
課
税
業
務

で
、
雑
損
控
除
の
計
算
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
控
除
は
震
災
で
住
宅
や
家
財

・
車
な
ど

に
被
害
が
あ
っ
た
方
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

控
除
で
、
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
実

際
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
無
く
、
ま
た
、
仕
事
の

進
め
方
や
パ
ソ
コ
ン
の
シ
ス
テ
ム
が
新
冠
町
と

違
う
点
な
ど
か
ら
戸
惑
う
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

　
し
か
し
、
地
元
の
同
僚
職
員
に
恵
ま
れ
、
さ

ら
に
、
課
長
は
じ
め
班
長
、
上
司
の
方
々
に
は

仕
事

・
生
活

・
健
康
の
面
で
毎
日
の
よ
う
に
、

声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
６
カ
月
間
無
事
に
勤
務

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
月
に
は
、
派
遣
職
員
の
地
元
特
産
品
や
山

１１
元
町
の
特
産
品
の
販
売
で
盛
り
上
が
っ
た

『
ふ

れ
あ
い
産
業
祭
り
』
が
開
催
さ
れ
、
新
冠
町
か

ら
も
商
工
会
女
性
部
の
皆
さ
ん
が
ピ
ー
マ
ン
を

使
用
し
た
羊
羹
や
う
ど
ん
の
販
売
を
通
じ
、
山

元
町
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
元
気
を
分
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
私
も
元
気
を
も
ら
い
再
び
心
に

エ
ン
ジ
ン
を
掛
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
個
人
的
に
面
会
に
来
て
く
だ
さ
っ
た

方
や
励
ま
し
の
電
話
、
メ
ー
ル
を
沢
山
い
た
だ

き
、
遠
く
離
れ
た
地
で
も
新
冠
町
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
、
ふ
る
さ
と
新
冠
の
良
さ
を
再
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
災
害
派
遣
を
通
じ
て
、
被
災
地
山
元

町
の
た
め
の
仕
事
に
携
わ
れ
た
こ
と
、
山
元
町

の
方
々
や
全
国
の
自
治
体
職
員
と
交
流
が
で
き

た
６
カ
月
間
は
、
私
の
人
生
の
中
で
と
て
も
貴

重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
山
元
町
の
役
場
職
員
、
住
民
の
方
々
は
明
る

く
、
前
向
き
だ
っ
た
の
が
非
常
に
印
象
的
で
、

今
後
も
同
じ
空
の
下
で
頑
張
っ
て
い
る
人
た
ち

を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

　
た
だ
、
最
近
、
山
元
町
や
他
の
被
災
地
に
つ

い
て
の
報
道
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
現
在
は
瓦
礫
な
ど
の
撤
去
が
進
ん
で

い
る
状
況
で
す
が
、
復
興
復
旧
は
こ
れ
か
ら
本

格
的
に
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
津
波
被
害
を
風
化
さ
せ
な

い
た
め
に
も

『
チ
ー
ム
山
元
』
の
一
員
と
し
て
、

私
自
身
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
派
遣
期
間
中
お
世
話
に
な
っ
た
全

て
の
方
々
に
対
し
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

～六カ月の貴重な経験　 ～

残あちこちに点在していた瓦礫の山

角
山
元
町
へ
の
寄
付
金
に
つ
い
て
角

○
寄
付
金
～
町
の
災
害
復
旧
・
復
興
事
業
の
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
に
充
て
ら
れ
ま
す
 

○
振
込
先
　
　
 七
十
七
銀
行
　
山
下
支
店

○
口
座
番
号
　
 普
通
預
金
  5
2
2
3
5
3
9

○
口
座
名
義

　
宮
城
県
山
元
町
災
害
復
興
寄
付
金

　
　
（
ミ
ヤ
ギ
ケ
ン
ヤ
マ
モ
ト
チ
ョ
ウ
サ
イ
ガ
イ
フ
ッ
コ
ウ
キ
キ
ン
）
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国
民
年
金
か
ら
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
ほ

か
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
納
め
た
保
険
料
は
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
年
度
改
定
さ
れ

ま
す
が
、
平
成
　
年
度
の
保
険
料
は
、
前
年

25

度
よ
り
　
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
月
額
１
万
5

60

0
4
0
円
と
な
り
ま
す
。

　
毎
月
の
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

毎
年
４
月
の
上
旬
に
送
ら
れ
て
く
る
1
年
分

の

「
納
付
書
」
に
よ
っ
て
翌
月
の
末
日
ま
で

に
納
め
ま
す
。

　
納
付
の
窓
口
は
、
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
を
含
む
）
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
金
融
機
関
で
口
座
振

替
も
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
所
得
が
無
い
学

生
の
方
が
、
将
来
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
や
、
不
慮
の
事
故
な
ど

に
よ
り
障
が
い
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
こ
と
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
、
ご
本
人

の
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
。

★
ご
本
人
の
所
得
の
み
で
審
査

　
一
般
の
保
険
料
免
除

（
全
額
免
除

・
一
部

納
付
）
の
場
合
は
、
世
帯
主
の
所
得
も
含
め
て

保
険
料
免
除
の
対
象
と
な
る
か
を
判
定
し
ま

す
が
、
学
生
納
付
特
例
は
、
ご
本
人
の
み
の

所
得
で
判
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
世
帯
主
の
所
得
が
高
く
、
保

険
料
免
除
の
対
象
と
な
ら
な
い
学
生
の
方
で

も
、
所
得
が
な
い
場
合
は
学
生
納
付
特
例
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

★
学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
手
続
き
が
簡

　
素
化
さ
れ
て
い
ま
す

　
平
成
　
年
度
に
学
生
納
付
特
例
制
度
の
承

24

認
を
受
け
た
方
で
、
引
き
続
き
平
成
　
年
度

25

も
同
じ
学
校
に
在
学
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、

３
月
下
旬
に
送
ら
れ
て
く
る
学
生
納
付
特
例

申
請
書

（
ハ
ガ
キ
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
返
送
す
る
こ
と
に
よ
り
、
平
成
　
年
度

25

に
つ
い
て
も
学
生
納
付
特
例
の
申
請
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
方
は
ハ
ガ
キ
に
よ
る
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
①
初
め
て
学
生
納
付
特
例
を
申
請
し
て
い

　
　
た
だ
く
方

　
②
平
成
　
年
度
の
学
生
納
付
特
例
の
承
認

24

　
　
に
な
っ
て
い
な
い
方

　
③
在
学
さ
れ
る
学
校
等
に
変
更
の
あ
る
方

　
①
～
③
に
該
当
す
る
方
は
、
役
場
町
民
生

活
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ
で
申
請
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
　
年
度
の
申
請
締
切
は
４
月

24

　
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
申
請

30手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お
早
め
に

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、
少
子
化
対
策
・福
祉
対
策
の
一
環

と
し
て
、
２
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
や
、
寝
た

き
り
の
要
介
護
者
が
在
宅
し
て
い
る
ご
家
庭

に
対
し
て
、
一
定
の
処
理
量
ま
で
の
手
数
料

を
減
免
し
ま
す
。

　
現
在
、
乳
幼
児
と
寝
た
き
り
の
要
介
護
者

に
と
っ
て
必
需
品
で
あ
る
紙
お
む
つ
を
使
用

し
て
い
る
家
庭
に
お
い
て
、
申
請
が
あ
っ
た

家
庭
に
限
り
、
次
の
と
お
り
指
定
ご
み
袋
を

無
償
で
配
布
し
ま
す
。

●
誕
生
時
・
・
・
燃
や
せ
る
ご
み
袋

（
大
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 年
間
　
枚
３０

●
１
歳
の
誕
生
月
・・燃
や
せ
る
ご
み
袋

（
大
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 年
間
　
枚
２０

●
２
歳
の
誕
生
月
・・燃
や
せ
る
ご
み
袋

（
大
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 年
間
　
枚
１０

●
要
介
護
者
・
・
・
燃
や
せ
る
ご
み
袋

（
大
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 年
間
　
枚
３０

申
請
方
法

　
お
子
さ
ん
が
誕
生
さ
れ
た
ご
家
庭
に
つ
い

て
は
、
１
カ
月
以
内
に
町
民
生
活
課
窓
口
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
１
歳
又
は
2
歳
の
お
子
さ
ん
が
い
る
ご
家

庭
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
誕
生
月
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
寝
た
き
り
の
要
介
護
者
が
在
宅
し
て
い
る

ご
家
庭
に
つ
い
て
は
、
毎
年
4
月
に
町
民
生

活
課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い

（
4
月
以

降
で
あ
っ
て
も
申
請
は
受
け
付
け
ま
す
）。

申
請
に
必
要
な
も
の

●
乳
幼
児
・
・
・
・
「
母
子
手
帳
」
と

「
印
鑑
」

●
要
介
護
者
・
・
「
介
護
状
態
の
分
か
る
も
の
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

「
印
鑑
」

　
町
で
管
理
し
て
い
ま
す
新
冠
共
同
墓
地
に

つ
い
て
、
現
在
空
き
区
画
が
あ
り
、
１
年
以

内
に
お
墓
を
建
立
す
る
方
で
、
新
冠
町
に
住

所
を
有
す
る
方
に
、
随
時
墓
地
使
用
許
可
申

請
の
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

●
新
冠
共
同
墓
地

（字
西
泊
津
）

　
　
　
　
7
区
画
６
㎡
　
使
用
料
２
万
円

産
問
い
合
わ
せ
先

    町
民
生
活
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ

　
　
　
  緯
0
1
4
6
・
4
7
・
２
１
１
２

  国
民
年
金
だ
よ
り

平
成
　
年
度
の
保
険
料
は

25

　
　
　
　
  　
月
額
1
万
5
0
4
0
円

  環
境
衛
生
だ
よ
り

エ
ン
ゼ
ル
券
（
ご
み
処
理
手
数
料
の
減
免
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
申
請
に
つ
い
て

「学
生
納
付
特
例
制
度
」
と
は

新
冠
共
同
墓
地
の
公
募
に
つ
い
て
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ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
紹
介
⑨

○り 
　
森
み
つ

　
1
9
2
2
年
～
1
9
6
7
年
。
旧
姓
阿
部
み

つ
。
札
幌
市
に
生
ま
れ
た
後
、
昭
和
　
年
に
新
冠

27

村
職
員
の
森
多
賀
雄
と
結
婚
し
新
冠
に
移
る
。　

　
早
く
か
ら
詩
の
創
作
活
動
を
し
て
お
り
、
本
格

的
女
流
詩
人
と
し
て
活
躍
し
た
。

　
昭
和
　
年

「北
海
道
賛
歌
」
の
募
集
に
応
募
し
、

35

多
く
の
応
募
作
品
の
中
、
見
事
首
席
に
選
ば
れ
一

躍
脚
光
を
浴
び
た
。
そ
の
他
、
婦
人
会
活
動
も
積

極
的
で
、
日
高
に
お
け
る
婦
人
の
リ
ー
ダ
ー
的
存

在
と
し
て
活
躍
し
た
。

　
読
み
札
に
あ
る

「凛
冽
の
風
」
は
、
北
海
道
賛

歌
の
中
に
出
て
く
る
名
文
で
あ
る
。

　
　
凛
烈
（
り
ん
れ
つ
）
の

　
　
　
　
　
　
　
風
詩
人
森
み
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
賛
歌

※ふるさとカルタは、新冠町開町130年・町制施行50年記念事業の一環として作製したもので、

読み札の題材を 「新冠郷土文化研究会」が選定し、そのお題に沿って 「新冠俳句の会」が読み札

語句を、「新冠アトリエの会」が絵札を担当して作り上げた町民手作りのカルタです。



年
の
6
月
に
、
大
腸
が
ん
検
診
、
乳
が

ん
検
診
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
、
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
査
の
無
料
対
象
と
な
る
方
に
は
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
が
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
受

診
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　
ク
ー
ポ
ン
の
有
効
期
限
が
迫

っ
て
い
ま
す

の
で
、
ま
だ
受
け
て
い
な
い
方
は
こ
の
機
会
に

受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
日
本
は
世
界
有
数
の

「
が
ん
大
国
」
と
言
わ

れ
、
私
た
ち
の
お
よ
そ
2
人
に
1
人
が
、
が
ん

に
な
り
、
3
人
に
1
人
が
、
が
ん
で
命
を
落
と

し
て
い
ま
す
。
　

歳
以
上
で
は
、
2
人
に
1
人

65

が
、
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
、
そ
れ

が

「
が
ん
で
命
を
落
と
さ
な
い
た
め
の
特
効

薬
」
で
す
。

　
ま
た
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
し
て
も
自
覚

症
状
に
乏
し
い
こ
と
か
ら
、
感
染
に
気
付
き
に

く
く
、
適
切
な
治
療
を
行
わ
な
い
ま
ま
放
置
す

る
と
慢
性
化
し
、
肝
硬
変
や
肝
臓
が
ん
と
い
っ

た
よ
り
重
篤
な
病
態
に
進
行
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。

　
全
て
の
国
民
が
、
少
な
く
と
も
1
回
は
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
検
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
　
な
お
、
ク
ー
ポ
ン
券
が
利
用
で
き
る
の
は
新

冠
町
と
契
約
し
て
い
る
指
定
医
療
機
関
の
み

と
な
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
保
健
福
祉
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Q
　
食
事
や
運
動
に
気
を
つ
け
て
い
る
し
、
遺

伝
的
に
も
大
丈
夫
だ
か
ら
・
・
・

A
　
遺
伝
す
る
が
ん
は
全
体
の
５
％
に
す
ぎ

ま
せ
ん
。
が
ん
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
が
ん
で
は

死
に
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
禁
煙
が
大
事
。

　
そ
の
他
、
お
酒
も
ほ
ど
ほ
ど
に
し
て
、
野
菜

中
心
の
食
生
活
や
、
運
動
を
心
が
け
れ
ば
、
が

ん
に
な
る
危
険
性
は
大
き
く
減
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
ゼ
ロ
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
「
生
活

習
慣
の
改
善
+
が
ん
検
診
」
の
2
段
構
え
が
必

要
な
の
で
す
。

Q
　
が
ん
に
な
っ
た
と
知
る
の
が
怖
い
ん
だ

け
ど
・
・
・

A
　
が
ん
検
診
を
受
け
ず
に
、
が
ん
が
進
行
す

れ
ば
、
治
癒
率
は
下
が
り
、
つ
ら
い
症
状
も
出

て
き
ま
す
。

　
本
当
に
怖
い
の
は
「
が
ん
が
進
行
し
て
い
る

の
に
気
付
い
て
い
な
い
」
状
態
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

月
　
日

3月
静
内
保
健
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
緯
0
1
4
6
・
4
2
・
０
２
５
１

3月4月

　
日
我

13　
日
画

15　
日
画

22　
日
俄

25　
日
我

27　
日
画

12

時
　
間

受
付
　
時
　
分
～

13

00

　
　
時
　
分

16

30

受
付
　
時
　
分
～

13

00

　
　
時
　
分

13

30

　
時
　
分
～

13

00

　
　
時
　
分

14

00

受
付

9
時
　
分
～

45

　
　
時
　
分

10

15

受
付
　
時
　
分
～

13

00

　
　
時
　
分

13

15

　
時
　
分
～

13

00
　
時
　
分
 

16

00

　
時
　
分
～

13

30
　
時
　
分
 

15

30

事

業

名
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介護ワンポイント アドバイ介護ワンポイント　アドバイスス　○○131333 

　●保健福祉課保健福祉グルー●保健福祉課保健福祉グループプ

  　　緯緯0146・47・2113（直通0146・47・2113（直通））

介護のことは、お気軽にご相談ください。介護のことは、お気軽にご相談ください。　

保健福祉グループ 山保健福祉グループ　山田田 知矢 知矢

《
よ
く
噛
ん
で
腹
八
分
目
》

　
歯
が
抜
け
て
し
ま
っ
て
い
る
人
ほ
ど
認
知
症

に
な
り
や
す
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
歯
を
守
る
に
は

「
歯
磨
き
」
の
ほ
か
に

「
よ

く
噛
む
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
奥
歯
ま
で
し
っ
か
り
使
っ
て
噛
む
と
、
記
憶

を
担
当
す
る
細
胞
が
元
気
に
な
り
、
脳
が
目
覚

め
ま
す
。

　
そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
大
切
な
の
が
腹
八
分

目
で
、
食
べ
過
ぎ
て
い
る
と
脳
細
胞
の
老
化
が

早
ま
り
ま
す
の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

《脳
細
胞
楽
し
い
運
動
で
働
き
ア
ッ
プ
》

　
認
知
症
の
調
査
結
果
か
ら
、
運
動
を
し
な
い

と
認
知
症
に
な
り
や
す
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
運
動
を
楽
し
く
続
け
る
ほ
ど
、
脳
の

海
馬
（
か
い
ば
）
で
元
気
な
神
経
細
胞
が
生
ま
れ

て
記
憶
が
良
く
な
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
掃
除
や
畑
仕

事
な
ど
も
実
に

い
い
運
動
で
す

の
で
、
積
極
的
に

体
を
動
か
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
を
防
ぐ
に
は
！

　
　
　
　
　
　
　
第
2
回
目
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た
ち
の
食
生
活
に
お
い
て
、
食
塩
は
調

味
料
と
し
て
、
ま
た
、
食
品
の
保
存
性

を
高
め
る
な
ど
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
特

に
日
本
食
で
は
塩
分
が
味
を
左
右
し
て
お
り
、

醤
油
や
味
噌
、
め
ん
つ
ゆ
な
ど
、
食
塩
を
含
む

調
味
料
を
使
う
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
体
の
水
分
調
整
を
し
た
り
、
食
べ
物

の
消
化
を
助
け
る
な
ど
の
大
事
な
役
割
も
持
っ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
食
塩
を
取
り
過
ぎ
て
し
ま
う
と
、

「
血
管
を
も
ろ
く
す
る
」
「
塩
分
を
尿
か
ら
排
泄

す
る
機
能
を
も
つ
腎
臓
に
負
担
を
か
け
る
」
「
体

内
や
血
管
内
の
水
分
量
が
増
し
血
圧
を
上
げ

る
」
と
い
う
こ
と
が
起
こ
り
、
高
血
圧
や
脳
卒

中
、
心
臓
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
つ
な
が
り

ま
す
。

★
お
い
し
く
無
理
な
く
減
塩
す
る
コ
ツ
★

①
酸
味
を
利
用
し
よ
う

　
酢
、
レ
モ
ン
、
か
ぼ
す
な
ど
を
利
用
し
、
酢

の
物
や
和
え
物
に
す
る
と
薄
味
で
美
味
し
く
食

べ
ら
れ
ま
す
。

②
だ
し
の
風
味
を
い
か
す

　
か
つ
お
節
や
昆
布
、
煮
干
し
、
シ
イ
タ
ケ
な

ど
天
然
食
品
か
ら
と
っ
た
だ
し
の
風
味
を
い
か

せ
ば
、
塩
や
醤
油
を
減
ら
し
て
も
お
い
し
く
食

べ
ら
れ
ま
す
。

③
香
辛
料
や
香
味
野
菜
を
利
用
し
よ
う

　
辛
子
、
胡
椒
、
わ
さ
び
、
生
姜
、
ネ
ギ
な
ど

を
利
用
し
、
味
付
け
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

④
醤
油
は
か
け
な
い
で
つ
け
ま
し
ょ
う

　
醤
油
な
ど
で
味
付
け
す
る
時
は
、
表
面
に
つ

け
る
と
味
を
し
っ
か
り
感
じ
ら
れ
、
薄
味
が
気

に
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

⑤
味
噌
汁
は
具
を
多
く
し
ま
し
ょ
う

　
味
噌
汁
1
杯
に
1

・
5
～
2
ｇ
の
塩
分
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
具
を
多
く
す
る
こ
と
で
、
汁

が
少
な
く
な
り
塩
分
を
減
ら
せ
ま
す
。

　角
普
段
か
ら
減
塩
を
心
掛
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
角

めざせ ！N（新冠）K（健康）P（プロジェクト）

少
塩
多
酢
　
～
塩
分
は
控
え
め
に
～

私

食塩摂取量の平均値

（成人一日当り）

男性・・・11.9ｇ

女性・・・10.1ｇ

食塩摂取量の目標量

（成人一日当り）

男性・・9.0ｇ未満

女性・・7.5ｇ未満



ご寄付ありがとう
ございました   <敬称略>
●特別養護老人ホーム「恵寿荘」
に役立ててと

☆新和自治会婦人部　（カット布8袋）

☆新冠町商工会女性部（古タオル1箱）

☆葛野　進　   （古布1箱、紙おむつ1袋）

☆佐藤　洋子   （古布1袋、紙おむつ5袋）

☆藤原　則行　　　　　   （古布1袋）

☆ボランティアグループちょぼら　 （カット布3袋）

新冠町社会福祉協議会へ

▼福祉事業に役立ててと

☆大狩部老人クラブ　　   （古布9箱）

☆杉田産業㈲　　　　　（7,665円）

▼香典返しに代えて

☆前川　敏勝　　　　 （30,000円）

☆高畑　久子　　　　 （30,000円）

☆堤　　里美　　　   （200,000円）

☆岩見　かをる　　　 （50,000円）

☆稲垣　昇　　　　　 （30,000円）

☆猪股　征男　　　　 （30,000円）

☆橋本　寿子　　　   （200,000円）

☆森藤　花　　　　   （100,000円）

全国健康保険協会
からのお知らせ
　全国健康保険協会（協会けんぽ）

北海道支部の平成25年度保険料

率は10.12％に据置きとなります。

　今後も保険料率を上げないため

には、皆さまの健康管理・健康づ

くりが大切です。

協会けんぽでは、被保険者様 （本

人）には、がん検診の内容を含む

検査項目が豊富な 「生活習慣病予

防健診」を、被扶養者様 （家族）

には手軽に受診できる「特定健診」

をご用意しておりますので、是非

ご利用ください。

●お問い合わせ先

　全国健康保険協会北海道支部

  緯011・726・0352

http://www.kyoukaikenpo.or.jp/

国税専門官募集のお知らせ
　札幌国税局では、国税専門官を

募集しています。

▼受験資格

　昭和58年4月2日から平成4

年4月1日生まれの者

▼申込受付期間

纂インターネット申込期間

　平成25年4月1日俄～11日牙

http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

纂郵送又は持参

　平成25年4月1日俄～2日峨

　（通信日付印有効）

▼1次試験

　「基礎能力試験、専門試験」

　平成25年6月9日蚊

▼1次試験合格者発表日

　平成25年7月2日峨

▼2次試験

　「人物試験、身体検査」

　平成25年7月16日峨～

　  23日峨までのうち指定する日

▼最終合格者発表日

　平成25年8月21日我

●お問い合わせ先

　浦河税務署総務課

　　緯0146・22・4131

日本再生人材育成
支援事業が創設
▼制度概要

　健康、環境、農林漁業分野等に

おいて、雇用する労働者 （非正規

雇用労働者を含む）に対して、一

定の職業訓練を実施した場合に、

その種類に応じて賃金や経費に係

る助成を行います。

▼制度の内容確認

　詳しくは、厚生労働省ホーム

ページのパンフレットよりご確認

ください

http://www.mhlw.go.jp/seisak

unitsuite/bunya/koyou_roudou

/koyou/kyufukin/ikusei/

●お問い合わせ先

　北海道労働局職業安定部

　　　　職業対策課雇用開発係

　緯011・709・2311(内線3685）
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ひだか弁護士
相談センター

●受付時間　
　午前10時～午後4時

●お問い合わせ先　
　ひだか弁護士相談センター

　　　　緯0146・42・8373

33333333333月月月月月月月月月月月
13日 （水）11日 （月）
25日 （月）18日 （月）

27日 （水）

44444444444月月月月月月月月月月月
3日 （水）1日 （月）
10日 （水）8日 （月）

要
予
約

恵寿荘からのお願い
　恵寿荘では古布が不足していま
す。ご家庭で不要になった古布があ
りましたら恵寿荘に寄贈ください
ますようお願い申し上げます。
　寄贈に関しての問い合わせなど
は恵寿荘まで連絡ください。

　　　恵寿荘　緯0146・47・2355

選挙管理委員会よ
りお知らせ
新冠町長選挙について

　任期満了に伴う新冠町長選挙は、

4月16日峨に告示、4月21日蚊

が投票日です。

産新冠町長選挙立候補を予定され

ている方へ

　立候補予定者説明会を次のとお

り行いますのでご出席願います。

▼日時

　4月10日我　13時30分～

▼場所

　役場2階201会議室

　※代理の方が出席されてもかま

　いません。

産期日前投票　　  

　投票日当日、都合がわるくて投

票所へ行けない方は、期日前投票

をご利用ください。

▼日時

　4月17日我～20日臥　4日間

▼時間

　8時30分～20時00分

▼場所

　役場1階101会議室

●お問い合わせ先

　新冠町選挙管理委員会

緯0146・47・2497（直通）

日高振興局からのお知らせ
　平成25年4月1日から、日高

振興局保健環境部保健行政室 （浦

河保健所）で行っていた児童扶養

手当・母子寡婦福祉資金貸付金等

の関係業務を日高振興局保健環境

部社会福祉課へ移管することとな

りました。

　4月1日以降の業務に関する問

い合せ先は次のとおりです。

●お問い合わせ先

　日高振興局保健環境部

　社会福祉課子ども・運営指導係

  緯0146・22・9477

平成25年度 「道路ふれ
あい月間」推進標語募集
　国土交通省では、毎年8月を

「道路ふれあい月間」として、道

路の正しい利用や道路愛護活動の

推進に努めており、この度この一

環として、平成25年度 「道路ふ

れあい月間」推進標語を広く一般

から募集します。　

▼募集のテーマ

　道路は、生活の向上と経済の発

展に欠くことのできない国民共有

の財産です。

　みんなが道路と親しみ、ふれあ

い、常に広く、美しく、安全に、

共に楽しく利用し、子孫に受け継

いでいきましょう。

▼応募資格

　小学生以上の方から応募できます

▼応募期間

　平成25年3月31日蚊　

▼応募部門・賞

　［小学生の部］　

　　最優秀賞1作品、優秀賞2作品

　［中学生の部］

　　最優秀賞1作品、優秀賞2作品

　［一般の部 （高校生以上）］

　　最優秀賞1作品、優秀賞2作品

▼応募方法

　・1人何作品でも応募できます。

　・応募は、はがきによる応募と

　　電子メールによる応募の2種

　　類から選べます。

　・詳しくは問い合わせ願います。

●お問い合わせ先

　建設水道課建設・管理グループ

  緯0146・47・2519（直通）

自衛官募集 ！
　下記のとおり自衛官を募集致し

ます。

▼予備自衛官補

纂資格

　一般公募　18歳～33歳

　技能公募　18歳～54歳

纂受付期限　平成25年4月3日

纂採用試験

　平成25年4月12日

　　　   ～15日の間いずれか1日

▼一般幹部候補生

纂資格

　大卒見込　　　25歳まで

　大学院卒見込　27歳まで

纂受付期限　平成25年4月26日

纂採用試験 （第1次試験）

　　　　　　平成25年5月11日

▼募集説明会の開催

纂開催日時　

　3月16日臥　13時～15時

纂会場　

　新ひだか町　地域交流センター

「ピュアプラザ」2階多目的室

●お問い合わせ先

　自衛隊札幌地方協力本部

　　　　　　　　静内地域事務所 

緯0146・44・2855（直通））
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津波警報が変わります

　気象庁では平成23年の東日本大震災を踏まえ、平

成25年3月7日正午から、「新しい津波警報」の運

用を開始します。

　この新しい津波警報では津波の高さを小さく予想

することを防ぐため、巨大地震発生時に限り、その

海域における最大級の津波を想定して発表します。

　このとき、3分を目途に発表される最初の津波警

報では、予想される津波の高さを 「巨大」、「高い」

という表現で発表し、非常事態であることをお伝え

します。その後、正確な地震の規模が分かった段階

で、予想される津波の高さを5段階で発表します。

　津波警報は、津波による災害の発生が予想される

時に発表する重要な情報です。

　津波警報を見聞きしたら、直ちに安全な場所へ避

難をお願いします。

　詳 し くは、室蘭地方気象台 ホー ムペー ジ

（http://www.jma-net.go.jp/muroran/）をご覧 く

ださい。

●問い合わせ先

　室蘭地方気象台　　　　　　緯0143・22・4249

　総務企画課まちづくりグループ

緯0146・47・2498
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あったか灯油券の申請は3月15日までです

　新冠町では、対象要件①と②を満たす世帯に対し、

町内の灯油販売店で使用できる「あったか灯油券」（1

万円分）を支給しています。

▼対象要件① （次の全てに該当する世帯）

・平成25年1月1日現在町内に住所がある世帯

・平成24年度の町民税が非課税の世帯

・税金の滞納がない世帯

▼対象要件②（①の要件を全て満たし、かつ次のどれ

　か1つに該当する世帯）

・高齢者のみの世帯 （世帯全員が平成25年3月31

　日までに65歳以上となる世帯）

・「障害者手帳」の交付を受けている方がいる世帯

・「ひとり親家庭等医療費受給者証」の交付世帯

●問い合わせ先

　保健福祉課保健福祉グループ緯0146・47・2113

水道水放射能検査の結果

　新冠町では、安全で良質な水道水の供給を行うた

めに、水質検査を実施しております。

　平成25年1月に、町内全ての浄水場で作られてい

る飲用水に対して、放射能検査を実施いたしました。

　検査結果については、放射性ヨウ素・放射性セシウ

ムともに検出されていません。

【放射能検査項目】

・放射性ヨウ素　  (ヨウ素-131)

・放射性セシウム  (セシウム-134・セシウム-137)

●問い合わせ先

　建設水道課建設・管理グループ

　　　　　　　　　　　　　　緯0146・47・2519

●15

　問い合わせ先　

社会教育課　図書プラザ

緯0146・45・7777

今月の一冊

お客は自分が欲しいものを

わかっていない。

齋藤 孝太  著　　

　

　あなた自身も、一人のお客様。

　お客様は自分に遠い存在では

ありません。お客様は自分から

“近い存在”です。自分と“同じ

存在”です。

　自分自身の “お客様心理”を探

れば、客の心理が見えてくる。

　身近な事例から消費者心理を

知り、それをベースに売るための

方法を学ぶことができる本。

「新着ガイド」
新種発見 ！こびと大研究　　　　　　　　 なばた　としたか

僕の死に方　　　　　　　　　　　　　　　　　 金子　哲雄

現代日本の政党デモクラシー　　　　　　　　　 中北　浩爾

生活保護とあたし　　　　　　　　　　　　 和久井　みちる

それでも、生きる。　　　　　　　　　　   NHK報道局社会部

ハーバード流宴会術　　　　　　　　　　　　　 児玉　教仁

オリオン座はすでに消えている？　　　　　　　　 縣　秀彦

自分の家で死にたい　　　　　　　　　　　　　 村松　静子

脳がスッキリする技術　　　　　　　　　　　　 西多　昌規

塩ヨーグルト完全使いこなしレシピ80

デジタルフォト達人への道  4　　　　　  スコット・ケルビー

生きざま　　　　　　　　　　　　　　　　　 貴乃花　光司

55歳からのハローライフ　　　　　　　　　　　　村上　龍

夢をかなえるゾウ  2　　　　　　　　　　　　　水野　敬也

相棒  season9　中　　　　　　　　　                  輿水　泰弘

庭は手入れをするもんだ　　　　　　　　　　　 養老　孟司

●図書プラザイベントカレンダー

アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルアニマル号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号 （移動図書館車）

運行日程 《 3月分 》
10：10～10：30　　　　 朝日小学校

10：45～11：00　　　　新冠こたにがわ学園

10：10～10：30　　　　 朝日小学校

11：00～11：20　　　　 おうるの郷

12：40～13：00　　　　 朝日小学校

12：45～13：10　　　　 新冠中学校

10：45～11：00　　　　 太陽郵便局 

15：30～15：50　         にこにこクラブ

16：00～16：30　　　 認定こども園ド・レ・ミ

16：35～16：50　　　　 あいあい荘

 　12日

14日

15日

19日

22日

場　所事　業　名日　時

図書プラザ　

おはなしのへや

 びっくり箱の

　　　おはなし会

3月23日臥
　　13：30～

 あかちゃん絵本の

　　　　読み聞かせ

3月26日峨
　　10：30～

　各種雑誌を取りそろえています　

　図書プラザでは、約70種類の雑誌を置

いております。

　今回はその一部をご紹介いたします。

　この他にも様々な雑誌をご用意しており

ます。

　最新号以外は借りれますのでどうぞご利

用ください。

社会
・AERA（アエラ）

・クオリティ

・SAPIO（サピオ）

・現代農業

スポーツ・健康・体づくり
・number（ナンバー）

・ゴルフダイジェスト

・きょうの健康

・TARZAN（ターザン）

・BRUTUS（ブルータス）

馬関係
・乗馬ライフ　・サラブレ

・競馬四季報

音楽関係
・ＣＤジャーナル

・ミュージックマガジン

・レコード芸術

・ジャズ批評

・教育音楽

暮らし
・婦人公論　・ひよこクラブ

・暮らしの手帖

趣味・娯楽

・趣味の園芸

・北海道の釣り

・すてきにハンドメイド

・オレンジページ

・日経PC21

・文藝春秋



小竹町長の動静&まちのできごと

2月　  　●は町長出席

キラリと光る レ・コードなまちキラリと光る　レ・コードなまち      産産団体・サークル紹介団体・サークル紹介産産

　今月号は、子どもの頃一度は吹いたことがあるハーモニカの音色を響かせている団体、ハ今月号は、子どもの頃一度は吹いたことがあるハーモニカの音色を響かせている団体、ハーー

モニカサークル 「ハルニレ」を紹介しますモニカサークル 「ハルニレ」を紹介します。。

【プロフィール】

　ハーモニカサークルは、当初レ・コード館の事業

で行われていた、新ひだか町の小野講師による

「ハーモニカ講座」として始められました。

　3年ほど続いて講座は終了しましたが、受講生

からの「ハーモニカを続けていきたい」との希望か

ら正式に結成されたのが「ハルニレ」です。

　「ハルニレ」はハーモニカを通じて、地域の文化

活動の向上と会員同士の親睦を図ることを目的と

して活動しています。

　これまでに「芸能発表会」「昭和音大パートナー

シップコンサート」「新ひだか町のサークルとの交

流会」など数多くのイベントに出演しているほか、

老人ホームへの慰問も行うなど、幅広く活動して

きました。

　現在は、会員数も減っていることから、年1回の

芸能発表会を目標に練習に取り組んでいますが、

要請があればどこへでも出演いたします。

　練習では対馬先生を中心として、ジャズ・童謡・

民謡・演歌など様々なジャンルの楽曲を練習して

います。

　基本の音出しから段階を踏んで指導しているの

で、誰でもすぐ演奏できるようになります。

【活動内容】

　活動時間：毎月2回

　活動場所：レ・コード館、北星生活館

【募集内容】

　募集は随時行っており、年齢問わずどなたでも

入会できます。初心者の方でも大歓迎です。

　練習も一つ一つゆっくりと行っていますし、対

馬先生が丁寧に指導してくれるので、音楽が好き

な方、ハーモニカに興味がある方は、是非一度練習

に参加してみてください。

　一緒にハーモニカの楽しさを感じましょう ！

　詳しくは事務局（緯0146・45・7833 レ・コード

館内）までお問い合わせください。
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○4日、社会文教常任委員会●

6日、臨時会及び全員協議会、新

冠町軽種馬振興会総会・重賞

レース優勝祝賀会●7日、日高

地区交通災害共済組合議会定例

会、日高町村会定期総会、日高

鳥獣被害防止対策広域協議会、

日高管内地方税滞納整理機構議

会定例会 （浦河町）●14日、新

冠町酪農振興会通常総会、庁内

会議、少年国内研修報告会●15

日、新冠町稲作振興会通常総会、

新冠町そ菜・園芸振興会通常総

会○15日、社会文教常任委員会

●17日、新冠消防団現地教育訓

練●24日、自衛隊入隊予定者壮

行激励会 （新ひだか町）●26日、

北海道行政協会理事会、北海道

町村会正副会長会（札幌市）●27

日、北海道ウタリ地区振興対策

事業推進協議会総会 （札幌市）

●28日、日高中部森林組合通常

総会、国民健康保険運営協議会、

国保連理事会 （札幌市）
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　人　口　5,802人（前月比　 +      4人）

　　男　　2,806人（前月比     －     6人）

　　女　　2,996人（前月比　 +　10人）

　世　帯　2,672世帯 （前月比　－    2世帯）

人の

うごき
（平成25年2月末現在）


